平成２６年度　障害者虐待防止・権利擁護指導者養成研修　要綱　

含むべき内容
○虐待事案が起きた事態への対応

○虐待事案からどう立ち直るか

○具体的な虐待防止の取り組みについて演習を交えて学ぶ内容とする。

演習のねらい　
１．虐待防止マネージャー養成研修と同じ事例を用いて演習を行い、設置者・管理者の立場で、虐待事案における対応を学ぶ。

２．演習事例について、設置者・管理者の立場で、虐待発生の要因を抽出し、それを踏まえた上での具体的対応について学ぶ。
３．演習事例のような虐待発生とその対応からの立ち直り（再生）の取り組みを学ぶ。
演習構成（計１５０分）
	演習構成
	時間
配分
	演習内容
	演習実施上のポイントや注意点など
	使用するもの
(配布のタイミング)

	【ワーク１】

事前課題


	
	①虐待防止チェックリストに記入する

②演習事例を読み込む
	①それぞれの法人・事業所での課題と虐待につながる案件を設置者・管理者の立場で自己チェックする

②事前にイメージしておく
	・ワークシート１
虐待防止チェックリスト
・演習事例
（1日目に配布）

	演習の説明
	５分
	演習の流れを説明
	
	

	自己紹介と役割分担


	１０分
	①グループでの自己紹介

②司会、記録、発表の役割を決める
	ファシリテーターがグループの状況を把握する
	

	演習事例の説明
	５分
	事例の共有化
	演習講師が読み上げる
	・演習事例

	【ワーク２】

虐待要因の抽出と虐待対応の検討
	４０分
	事例における虐待要因を抽出し虐待対応を検討する。

※再発防止対応は含まない
	個人ワーク（１０分）

グループワーク（３０分）

ファシリテーターが必要に応じて対応する
	・ワークシート２

	発表

	２０分

	グループワークで抽出された課題と虐待対応の発表
	３～４グループの発表

１グループ３分の持ち時間

他グループと異なる視点を強

調
	

	休憩
	１０分
	
	
	

	【ワーク３】

虐待事案からの立ち直り（初期対応後）の検討
	４０分
	再発防止対応を検討する中で、組織（事業所）としての再生に向けてのプランニングを検討する
	個人ワーク（１０分）

グループワーク（３０分）

ファシリテーターが必要に応じて対応する
	・ワークシート３

	発表

	２０分

	グループワークで抽出した課題と虐待対応の発表
	３～４グループの発表

１グループ５分の持ち時間

他グループと異なる視点を強
調
	

	まとめ
	１０分
	講師のまとめ
	演習の成果を確認する
	・演習解説
・ワークシート２、３の記載例配付


演習にあたっての留意事項
· ワークシート１は前日に配布し記入しておいてもらう。

· 事例は前日に配布し読み込んでもらう。

· 個人ワークをし、その後グループメンバー全員で考えていく。
· 他のメンバーからの気づきを得る。

· 演習終了後に、記述例と解説を配布する

２日目　障害者福祉施設等設置者・管理者研修





イ・演習１　虐待事案が起きた場合の対応～設置者・管理者編～　





講師：牧野　賢一（検討委員会委員）








